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「デジタルネイティブ世代」 
「現在の児童生徒は，産まれたときから情報端末がそばにある，いわば『デジタルネイティブ世代』です」（文

部科学省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドラインハンドブック（令和４年３月）」１９頁より引用） 

教員よりも「デジタル」や「端末の使い方」に詳しい児童生徒に，みなさんはどう向き合うか考えたことがありま

すか。上記の資料では「児童生徒と教職員のスキルの差を警戒し，『使わせない』という方針を採るのではなく，

一緒に適切に使っていくことがセキュリティ保全にもつながります」（同上より引用）とあります。デジタルの良さを

理解しながら，「デジタルネイティブ世代」とともに学ぶ姿勢が求められているのかもしれません。そこで，本紙で

は，教員の ICT への「苦手意識」を少しでも軽減できるよう，二つの資料を紹介します。 

「先生方にとって,『ICT』というとどんなイメージをもっていますか」 様々な研修会でこの質問をして,結果を共

有してきました。以下に,最近実施した初任者研修でのアンケート結果の一つを載せました。一人３語ずつ記入し

てもらいました。文字の大きさは投票数に比例しています。これを見て,どのようなことを感じますか。 

私は二つのことが言えると思います。一つ目は ICT を積極的に活用している先生でも難しさを感じているとこ

ろがあるということです。多い意見に注目すると「便利」が中央にあるのに対して,そのすぐ横に「難しい」の文字

があります。便利であり,有用性を実感できている反面，操作や授業での活用に「難しさ」を感じている先生方が

多いということです。二つ目は，ICT 活用には教員によって得意不得意があるということです。少数意見に注目す

ると，「若い人が使う」「苦手なもの」「使いづらい」「覚えるまで大変」「格差」という意見があります。他方，

「GIGA スクール構想」や「個別最適な学び」「働き方改革」など,現在の教育課題を克服したり,学びを提供した

りするためには ICT は不可欠なものだと感じていることもわかります。ICT が苦手と感じている先生方にも,苦手

意識を少しでも克服して使っていただけるように本センターでも様々な情報を発信していきたいと思います。 

出典）小学校初任者研修（10 月 2５日実施）アンケートより（ｎ＝１９０）メンチメーターからダウンロード 

資料１ あなたにとって「ICT」とはどのようなものですか？ 



研修会では,先生方から多くのご質問をいただきます。その中で言葉に対する質問があります。ＩＣＴに関する言

葉はカタカナやアルファベットで表記されるものが多く,何となく使っているというものも少なくありません。その中

から,今回は「クラウドサービス」について確認してみましょう。以下は，文部科学省「情報セキュリティポリシーに

関するガイドライン（令和４年３月）」を参考に筆者がまとめたものです。 

★クラウドサービスとは・・・ 

これまで，ソフトウェアやデータは手元のコンピュータの中に保存されていました。これらをネットワーク上のサー

バに保存して，必要に応じて利用する方法がクラウドサービスです。利用者側が最低限の環境（パソコンや携帯

情報端末などのクライアント,その上で動く Web ブラウザー，インターネット接続環境など）を用意することで,ど

の端末からでも,様々なサービスを利用することができます。 

クラウドがなかった時代には，データはコンピュータのハードディスクや，フロッピーディスク，USB メモリなどの

媒体に保存していました。しかし，クラウドサービスが利用できるようになった昨今では，Google ドライブなどにデ

ータを保存することができるようになりました（例：県域で導入しているＧｏｏｇｌｅ Workspace）。また，データの保

存だけでなく，アプリケーションや電子メールなども，手元のコンピュータにダウンロードや保存する必要がなく，ク

ラウドサービスを利用できるようになりました。 

★クラウドサービスのメリット 

①効率性の向上：教育委員会自らがサーバ等を用意する（オンプレミス）必要がない 

②セキュリティ水準の向上：クラウド事業者に情報セキュリティ対策を一定程度委ねることができる 

③技術革新対応力の向上：日進月歩で進化する新しいサービスの取り入れが容易 

④柔軟性の向上：途中からのリソース拡張や機能追加が容易 

⑤可用性・完全性の効率的確保：災害等による情報の破損・消失リスクの低減 

⑥保守・運用稼働の削減：情報システムの保守・運用についての教育委員会・学校負担の軽減 

 

「インターネット上にデータを保管する」と聞くと，漠然と不安を感じている方も多いかもしれません。「データを

預けている」という事例は，実は身近にたくさんあります。たとえば銀行がそうです。漠然とした不安で拒絶するの

ではなく，適切な環境下において，特性を理解して使うことが重要です。 

国立教育政策研究所では,全国学力・学習状況調査

の調査結果を踏まえた「授業アイデア例」を平成 21 年

度より作成して,学校や教育委員会などに配布していま

す。令和４年度からは,更に「授業アイデア例」を報告書

に掲載して,調査結果の課題分析と課題の解決を図る

事例を一体的に示しています。 

「全国学力・学習状況調査授業アイデア例×StuDX 

Style」は文部科学省「StuDX Style」のウェブサイトに

10 月 12 日に掲載されました。全国学力・学習状況調

査の実施教科に合わせて,小学校国語科・小学校算数

科・小学校理科・中学校国語科・中学校数学科・中学

校理科がそれぞれ PDF ファイル 1 ページにまとめられ

ていますので,ぜひ参考にしてください。                            出典）StuDX Style ウェブサイト 

編集後記 

「Ｍナビ新聞－情報教育通信－第 9 号」はいかがだったでしょうか？今回は，県内の先生方の

ご意見を参考に，ＩＣＴ活用を進める上での基本に立ち返って紙面を構成しました。令和４年も残

すところあとひと月。ＩＣＴ活用を振り返りながら，ご自身の授業や学級経営などを振り返るよい機

会にしてほしいです。                                              第９号担当：遊佐 

資料２    意味を確認 ～ クラウドサービスとは ～  

最新情報   全国学力・学習状況調査授業アイデア例 × StuDX Style 




